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煙火消費場所における煙火置場の防護材に関する実験

松永匡裕',中山良男'.虎田光明事,山脇 浩●

田中克己+,村井 一事事

唖火消費場所における煙火斑鳩の壁材および防産材に関する技術的な賛料を柑るために.10

号玉を地上で爆発させて.各唖防寒掛 こ星などを衝突させる東験を行った｡その括果.用いた6

位の防康聖にはいずれもFf遜した痕が見られ,突放した条件下での防渡材料としては適当でな

いことが示された｡しかし,10号玉の星の飛散速度が計潤できたため,今扱.小規模の奨執{･防

慮材料を倹附していくことが{･きるようになった｡

t. はじめに

僅火の消費の醇の技術上の基恥 こついては火薬類取

締法施行規則の前56魚の4に規定されている｡このう

ち.第2項には ｢消費場所においては.雇火の管理及び

fT櫓等の申何をするために,煙火旺均を設けなければ

ならないJ としている｡そして.その煙火位切は.r船

上で煙火を網卦する場合その他やむを得ない場合を除
き,打渦蹄の段位場所.仕掛億火の投旺場所及び火気を

取り扱う場所に対し.20rtI以上の原腔を取ること (串

3項約1号)Jと規定している｡しかし.近年.海ある

いは湖上から煙火をfTち上げることが多くなってきた｡

そこで.ここでは.r20m以上の距離を取るJ ことがで

きない r船上で煙火を消費する場合その他やむを得な

い場合｣を考え.煙火旺切の空相を強化するための電

いに使用する防凍材料に関する具体的な技術賢科を待

に調べる防普壁を立てる｡中央の缶に10号玉 (海削 ヒ

研梯製.r引先甘柾JL外径27.3cEB.焚皿7.55kg.金星故
468個)を促き.点火する.玉の中の星が飛放し,防農

壁に衝突した時の破損状況を調べる｡また.釈放する

星を16皿高速カノラ (BOLEX社製.H-16REFLEX)

で投影し,その速度を細定する｡実軌 まFig.1に示す

ように2回.場所を変えて行った｡防凍蛭はワラン合
板を壁材として,強化のために頚に トタンあるいは.ii

I)カーポネート穀の防諜材を打ち付けたものである｡

用いた防葺壁は,

A:ラワン合板鑑 (12m呼)

+トタ'/平板防凍材(0.27zzn呼)

B:ラワン合板鑑 (12EEP厚)
+トタ･/平板防農材 (0.351氾呼)

C:ラワン合板壁 (8.5m厚)

ることをn的として行った実験結果を報告する｡ +ポー)カーポネート波板防塵材 (0.8m呼)

2.実 験

実故は平成2年10月5日.北海並の陸上自荷隊上富

良野荊習切において.通商庶薬省主催の ｢平成2年度

火薬朝の床安技術契故Jの]つとして行った｡

Fig.Iに突放の配匠を示す｡まず.高さ60ctDの台を
中央に旺く｡そして.その周りの3方向の2.0山の位思
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D:ラワ'/合板空 く12dZa呼)

+トタ･/波板防産材 (0.27円〕厚)

E:ラワン合板監 (12Jd呼)

+トタン波板防凍材(0.35EZD呼)

F:ヲワt/合板壁 (12石n厚)

+ポl)カーポネ～ト波板防建材 (0.8EZB厚)

である｡大きさはトタン板を用いているものが高さ1.

8mx暗0.9d),および..ill)カーポネート板を用いてい

るものが高さ1.8m x幡0.75El){･あり.それぞれ防護材

料はラワン合板盤に釘で打ち付けた｡ポl)カーポネ-

ト坂については塙が足りないので.若干の皿ね合わせ

部分がある (Fig.2のC.F参照)｡

3.着 果

Fig.2に各防寒材料上の晶の耳適任臥 衝突位旺お
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Fig.1 LocationoftheprotectionboardsandtheNor10-Shell(unitinmeter)



波板の方が耳通した星の故は少ない ｡しかし,これは

ポlJカーポネート板の強度が強く.衝突の初期の段階

で星が耳適しないで,壁を倒したためであろう｡ トタ

ン平板とトタン波板では波板の方が効果があり.また.

厚さは伴い方が貫通の故が少ない｡これはこの材質の

毛皮に対応している｡

本突放の結果だけから防農材料を検肘することはで

きないが,10号玉の星の飛散速度を実測することがで

きた｡したがって.今後はこの飛散速度を参考にして

小規椀で1つの星を所定の速度で各唖防貨材料に衝突

させるような実鼓を行い,適当な材料および塵火旺場

の栴道などを検討していくことが{･きる｡
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FieldexperimentsonrnaterialsforexplosionprotectionboardsatasheH

liftingplace

byTakehiroMATSUNAGA事,YoshioNAKAYAMA書,MitsuakiIIDA●
HiroshiYAMAWAKI書,Katsumi TANAKA*andHajimeMURAI書書

FieldexperimentswereperformedinordertoevaluateexplosionprotecdoneffectoE

protectionboardscomposedofaplywoodwithasheetzincorapolycarbonateforthecase

ofaccidentalsu血cebtwstoftheNo.10lShell.

As theresults,sixkindsofprotectionboarduseddidnotshowsufBdentintensity

againstadhoshipsatteringfromtheNo.10-Shell.However,thesQtteringvelocidesofa

h̀oshi"weremeasured.Then.itisshownthatsmallscaleexperiments.wherea h̀oshi"

willberunagainsttheprotectionbo打datsamevelocity,willbeneededtodeterminethe

materialsand也estructtweforashenEkingplace.
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